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第
75
回
う
る
ま
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ

れ
る
に
あ
た
り
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す
る

所
信
と
主
要
事
業
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、「
う
る
ま

市
は
ひ
と
つ
・
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
市
民

生
活
の
安
定
を
最
優
先
に
、
３
つ
の
目
標
を

掲
げ
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
、「
う
る
ま
市
は
ひ
と
つ
・
市
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
課
題
を
市
民
と
行
政
が
共
有
し
、
共
に
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
、
各
中
学
校
区
で
地
域
・

行
政
懇
談
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
本
年

１
月
に
は
「
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
」
と

し
て
記
念
式
典
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
か
ね
て
か
ら
交
流
の
あ
っ
た
岩
手
県

盛
岡
市
と
友
好
都
市
提
携
を
行
い
、
関
係
団

体
と
連
携
し
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

次
に
１
つ
目
の
目
標
「
経
済
の
活
性
化
と

失
業
率
の
改
善
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年

国
勢
調
査
に
お
け
る
完
全
失
業
率
の
結
果
を

受
け
、
う
る
ま
市
緊
急
雇
用
対
策
本
部
を
設

置
し
、
全
庁
体
制
で
失
業
率
改
善
対
策
に
着

手
す
る
と
と
も
に
、
う
る
ま
市
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
連

携
協
議
会
と
の
連
携
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

も
推
進
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
創
設
さ
れ
た
沖
縄
振
興

特
別
推
進
交
付
金
（
以
下
、「
一
括
交
付
金
」

と
い
う
。）
を
活
用
し
、
う
る
ま
市
地
域
雇
用

人
材
育
成
事
業
や
失
業
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
策
定
、就
活
サ
ポ
ー
ト
「
で
あ
え
～
る
」

の
設
置
運
営
な
ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、
厚
生

労
働
省
の
補
助
を
受
け
う
る
ま
市
地
域
雇
用

創
造
協
議
会
を
設
立
し
、
Ｉ
Ｔ
研
修
な
ど
の

人
材
育
成
や
就
業
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
と
し
て
、
平
成
24
年
度
の
新

規
就
業
者
数
は
１
，
０
０
０
人
を
上
回
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
の
目
標
「
教
育
・
子
育
て
支
援
の

拡
大
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
教
育
分
野
で
は
、
昨

年
４
月
に
彩
橋
小
中
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
環
境
整
備
と
し
て
、
田
場
小
学

校
校
舎
、
具
志
川
中
学
校
体
育
館
、
伊
波
小

学
校
の
校
舎
及
び
体
育
館
、
伊
波
幼
稚
園
園

舎
の
増
改
築
事
業
、
彩
橋
小
中
学
校
の
体
育

館
及
び
水
泳
プ
ー
ル
の
改
築
事
業
、
彩
橋
幼

稚
園
新
築
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
小
中
学
校
の
学
力
向
上
対
策

や
語
学
教
育
、
青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど
の

強
化
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

子
育
て
分
野
で
は
、
勝
連
地
区
の
「
き
む

た
か
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
に
向
け
た
実

施
設
計
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
配
慮
を

要
す
る
子
の
巡
回
指
導
事
業
や
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
支
援
事
業
を
実
施
し
、
子
育
て
環
境

の
整
備
と
き
め
細
か
な
支
援
の
充
実
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ヒ
ブ
及
び
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
を
実
施
し
、
子
ど

も
た
ち
の
健
康
対
策
と
保
護
者
の
経
済
的
負

担
軽
減
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

３
つ
目
の
目
標
「
地
元
企
業
育
成
と
誘
致
、

そ
し
て
地
産
地
消
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
産
業

振
興
の
重
要
拠
点
で
あ
る
中
城
湾
港
新
港
地

区
の
整
備
で
は
沖
縄
県
と
連
携
し
、
内
閣
府

や
国
土
交
通
省
な
ど
の
関
係
省
庁
へ
強
く
要

請
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
航
路
浚
渫
工
事
の

工
期
短
縮
、
東
西
埠
頭
連
結
道
路
の
事
業
化
、

県
に
よ
る
定
期
船
就
航
実
証
実
験
事
業
が
開

始
し
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
企
業
誘
致
で
は
、
中
城
湾
港
新
港

地
区
の
賃
貸
工
場
を
中
心
に
金
型
及
び
機
械

装
置
製
造
関
連
等
の
企
業
進
出
が
進
み
、
平

成
22
年
度
と
24
年
度
を
比
較
す
る
と
35
企
業

が
新
規
立
地
し
、
雇
用
者
数
が
１
，
３
３
７

人
増
加
す
る
な
ど
、
着
実
な
成
果
が
出
て
お

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
同
地
区
が
各
種
メ
デ
ィ
ア
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
有
望
な
企
業
立

地
環
境
と
し
て
注
目
を
浴
び
、
投
資
環
境
を

視
察
す
る
企
業
ツ
ア
ー
が
続
々
訪
れ
て
お
り

ま
す
。

　

地
産
地
消
で
は
、
第
１
次
産
業
の
活
性
化

と
６
次
産
業
の
展
開
を
図
る
た
め
、
農
水
産

業
振
興
戦
略
拠
点
施
設
の
整
備
に
向
け
事
業

計
画
書
等
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
は
平
成
21
年
５
月
に
う

る
ま
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
、
市

平
成
25
年
度

施
政
方
針

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

うるま市長
島 袋 俊 夫

　

２
月
27
日
、
第
75
回
う
る
ま
市

議
会
定
例
会
が
開
か
れ
、
島
袋
市

長
が
平
成
25
年
度
の
市
政
運
営
の

基
本
方
針
や
主
要
事
業
の
概
要
な

ど
を
ま
と
め
た
施
政
方
針
を
発
表

し
ま
し
た
。
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本
市
か
ら
は
、
総
勢
53
名
の
訪
問
団
で
、
調

印
式
や
「
さ
ん
さ
踊
り
」
の
パ
レ
ー
ド
に
参
加

す
る
な
ど
、
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
盛
岡
市
か
ら
は
10
月
に
谷
藤
市
長

を
は
じ
め
80
名
余
の
皆
さ
ん
が
本
市
を
訪
れ
、

友
好
都
市
提
携
を
記
念
に
建
立
し
た
記
念
碑

の
除
幕
式
や
う
る
ま
祭
り
に
も
参
加
し
、「
さ

ん
さ
踊
り
」
の
披
露
や
特
産
品
の
販
売
な
ど

市
民
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
活
力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
人
口
も

合
併
時
の
11
万
３
千
人
か
ら
、
昨
年
12
月
に

は
12
万
人
と
着
実
に
増
加
し
て
お
り
、
市
民

と
共
に
12
万
人
到
達
記
念
式
典
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

島
し
ょ
地
域
に
お
い
て
は
、
平
安
座
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
売
買
契
約
を
内
閣
府

沖
縄
総
合
事
務
局
と
締
結
し
ま
し
た
。
今
後

の
島
し
ょ
地
域
振
興
に
向
け
活
用
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
民
の
安
心
・
安
全
に
つ
い
て
は
、
垂
直

離
着
陸
機
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
が
安
全
性
へ

の
疑
念
が
払
拭
さ
れ
な
い
中
、
普
天
間
飛
行

場
に
強
行
配
備
さ
れ
、
ま
た
米
兵
に
よ
る
事

件
・
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
復

帰
40
年
が
た
っ
た
今
で
も
変
わ
る
こ
と
が
な

く
、
そ
し
て
改
善
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
基
地

問
題
。
昨
年
12
月
に
誕
生
し
た
自
民
党
安
倍

政
権
は
、
沖
縄
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

過
重
な
基
地
負
担
の
軽
減
と
日
米
地
位
協
定

の
抜
本
改
定
に
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

り
、
県
内
の
市
町
村
長
、
議
会
議
長
及
び
県

議
会
議
員
と
と
も
に
東
京
行
動
で
訴
え
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
沖
縄
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
石
油
タ
ン
ク
事

故
に
お
い
て
は
、
多
く
の
市
民
が
不
安
を
抱

き
ま
し
た
。
沖
縄
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
早
期
の
事

故
処
理
と
周
辺
住
民
の
健
康
被
害
に
誠
意
を

も
っ
た
対
応
を
求
め
ま
す
。
今
後
は
こ
の
よ
う

な
事
故
が
二
度
と
な
い
よ
う
、
再
発
防
止
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
公
害
防
止
協
定
の
見

直
し
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て
は
、
本
市

出
身
の
２
名
が
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で

指
名
さ
れ
、
ま
た
音
楽
界
で
は
Ｈ
Ｙ
が
紅
白

歌
合
戦
に
出
場
す
る
な
ど
、
若
者
の
活
躍
は

市
民
の
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
国
内
の
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
と
自
殺
問
題
、
長
引

く
国
内
経
済
の
低
迷
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
、
国
・
地
方
の
債
務
残
高
の
問
題
な
ど
、

社
会
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
先
送
り
で
き
な

い
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
情
勢
で
は
尖
閣
諸
島
を
巡
る

周
辺
国
と
の
関
係
悪
化
は
産
業
や
観
光
分
野

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
北
朝
鮮
の
長
距
離

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
は
東
ア
ジ
ア
の
中
心
に

位
置
す
る
沖
縄
に
と
っ
て
は
大
き
な
脅
威
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
国
政
に
お
い
て
は
自
民

党
安
倍
政
権
が
日
本
経
済
の
再
生
を
最
重
要

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
大
胆
な
金
融
緩
和
と
大
型

補
正
予
算
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
国
内
経
済

の
再
生
に
期
待
が
高
ま
る
と
同
時
に
、
財
政

の
健
全
化
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
合
併
か
ら
９
年
目
を
迎
え

る
と
と
も
に
、
昨
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
一
括
交

付
金
の
２
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
「
市
民
所
得
の
向
上
と
失
業
率

の
改
善
」
を
最
重
要
テ
ー
マ
と
し
、
一
括
交

付
金
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
制
度
を
活
用
し
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
に

お
い
て
は
県
事
業
で
高
度
技
術
製
造
業
賃
貸

工
場
が
整
備
さ
れ
、
５
社
の
入
居
が
決
定
し

て
い
る
ほ
か
、
モ
ノ
づ
く
り
の
基
盤
で
あ
る
サ

ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
産
業
な
ど
新
た
な
企
業
が
立

地
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津

梁
パ
ー
ク
で
は
ア
ジ
ア
Ｏ
Ｊ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
、
モ

バ
イ
ル
機
器
等
検
証
拠
点
施
設
等
が
整
備
さ

れ
る
ほ
か
、
兼
箇
段
で
は
沖
縄
型
ク
ラ
ウ
ド

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
新
た

な
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
立
地
が
見
込
ま
れ
、
企

業
立
地
の
促
進
と
雇
用
創
出
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

本
市
の
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
維
持
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担

民
の
皆
さ
ま
と
の
公
約
の
実
現
に
取
り
組
み
、

ま
た
新
市
建
設
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
道
路
や

公
園
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
基
盤
、
農
水
産

業
や
企
業
誘
致
、
雇
用
対
策
な
ど
の
産
業
基

盤
、
小
中
学
校
の
校
舎
増
改
築
を
は
じ
め
と

す
る
教
育
環
境
基
盤
、
待
機
児
童
対
策
や
感

染
症
予
防
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
健
康
福
祉

の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
市
の
基
盤

整
備
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
復
帰
40
周
年
と
い
う
節
目
で

あ
る
と
同
時
に
、
激
動
の
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
復
帰
後
、
国
の
主
導
で
展
開
さ
れ
て
き

た
沖
縄
振
興
計
画
は
、
県
主
体
の
沖
縄
21
世

紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

ま
た
平
成
33
年
度
ま
で
の
沖
縄
振
興
の
指
針

と
な
る
改
正
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
、
駐
留

軍
用
地
跡
地
利
用
推
進
特
別
措
置
法
が
成
立

し
、
本
市
は
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域

と
情
報
通
信
産
業
特
別
地
区
の
指
定
を
受
け

ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
括
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
本
市
に

対
し
20
億
７
千
万
円
が
配
分
さ
れ
、
産
業
振

興
、
雇
用
対
策
及
び
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
16
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
66
事
業
が
交
付

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
分
野
に
お
い
て
は
、
４
月
に
彩
橋
小

中
学
校
が
開
校
い
た
し
ま
し
た
。
新
し
い
学

校
の
門
出
を
児
童
生
徒
や
学
校
関
係
者
、
地

域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
祝
福
し
ま
し
た
。

　

国
内
の
交
流
推
進
に
お
い
て
は
、
か
ね
て

か
ら
交
流
を
進
め
て
き
た
岩
手
県
盛
岡
市
と

７
月
に
本
市
出
身
の
女
優
比
嘉
愛
未
さ
ん
立

ち
会
い
の
も
と
友
好
都
市
を
提
携
し
ま
し
た
。

平成25年度 施政方針

盛岡市で行われた友好都市提携調印式
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う
若
者
が
職
を
得
て
、
安
定
し
た
生
活
を
確

立
し
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

は
、
持
続
可
能
な
地
域
振
興
を
図
る
う
え
で

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
総
合

力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
一
層
求
め
ら
れ
て
き

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
は
本
市
ま
ち
づ
く
り
を
着
実

に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
総
合
計
画
・
後
期
基

本
計
画
で
掲
げ
た
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
課
題

で
あ
る
「
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
」、「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」、「
明
日

を
担
う
人
づ
く
り
」、「
多
様
な
参
画
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」、「
行
政
経
営
の
構
築
」
に

向
け
、
本
年
度
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
４
６
９
億
３
，

５
５
５
万
１
千
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
４
・

４
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
は
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
が
１
７
６
億
９
，
６
７
４
万
８
千
円
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
が
８
億
８
３
２
万
６
千

円
、
介
護
保
険
特
別
会
計
が
79
億
１
，

６
８
２
万
８
千
円
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
が
26
億
５
，
１
２
４
万
１
千
円
、
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
が
１
，
４
６
４
万
円
、
公

営
企
業
の
水
道
事
業
会
計
予
算
は
30
億
１
，

０
４
９
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
本
市
の
総
予
算
規
模
は
、
一

般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
を

合
わ
せ
た
７
９
０
億
３
，
３
８
３
万
２
千
円
で

あ
り
ま
す
。

路
整
備
事
業
に
着
手
す
る
ほ
か
、
生
活
道
路

の
整
備
も
進
め
ま
す
。

　

街
路
に
つ
い
て
は
、
安
慶
名
３
区
線
及
び

４
区
線
、
兼
箇
段
高
江
洲
線
の
各
道
路
改
築

事
業
を
継
続
し
て
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
う
る
ま
市
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
基
づ
き
、
幹
線
道
路
を
含
む
都
市
計
画
道

路
な
ど
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
交
通
の
あ
り

方
に
つ
い
て
調
査
・
検
証
す
る
「
う
る
ま
市
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
調
査
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
舎
間
連
絡
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
継

続
し
て
運
行
し
ま
す
。

　

用
途
未
指
定
地
域
に
お
け
る
良
好
な
住
環

境
を
保
持
・
形
成
し
て
い
く
た
め
、
石
川
地
区
、

具
志
川
地
区
に
続
き
、
勝
連
地
区
及
び
与
那

城
地
区
の
特
定
用
途
制
限
地
域
の
指
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

安
慶
名
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
建
物
移
転
の
進
捗
に
併
せ
、
上
下
水
道

や
幹
線
街
路
、
区
画
道
路
の
工
事
を
推
進
し
、

宅
地
の
早
期
利
用
及
び
商
業
拠
点
の
活
性
化

を
図
る
な
ど
、
市
街
地
の
再
生
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
住
居
表
示
整
備
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　

石
川
西
及
び
江
州
の
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
技
術
的
指
導
等
の
支

援
を
行
い
事
業
の
早
期
完
了
を
目
指
す
と
と

も
に
、
照
間
地
区
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整

理
調
査
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
長
田

　

島
し
ょ
地
域
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
豊
か

な
自
然
環
境
と
多
彩
な
文
化
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
資
源
を
生
か
し
、
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
及
び
津
堅
・
島
お
こ
し
支
援
事
業
な
ど

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
水
産
業
の
基
盤
整
備
や
防
災
対
策
を
実
施

し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
小
中
学
校
の
跡
利
用
に
つ
い
て

は
、「
学
校
跡
地
・
跡
施
設
利
用
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
、
地
域
住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
効
果
的
な
跡
利
用
と
な
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

　

東
海
岸
開
発
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、「
誇

り
高
き
神
秘
の
島
と
躍
動
す
る
あ
や
は
し
の

ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し
、
本
年
度
も
藪
地

島
の
市
道
与
那
城
17
号
線
整
備
に
向
け
、
筆

界
未
定
地
の
境
界
確
定
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
敷
屋
・
津
堅
航
路
に
つ
い
て
は
、
安
定

的
な
航
路
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
航
路
事
業

者
に
対
し
運
営
費
の
一
部
を
助
成
す
る
と
と
も

に
、
県
と
連
携
し
津
堅
区
民
の
交
通
コ
ス
ト
の

負
担
軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
道
に
つ
い
て
は
、
勝
連
２

−

52
号
線
ほ
か

８
路
線
の
継
続
事
業
の
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
新
た
に
兼
箇
段
喜
仲
線
道
路
改
良
事

業
、
安
慶
名
西
原
線
道
路
改
良
事
業
、
天
願

１

−

71
号
線
道
路
整
備
事
業
、
昆
布
地
区
道

団
地
建
替
事
業
を
は
じ
め
、
赤
崎
団
地
、
新

開
地
団
地
及
び
東
山
団
地
の
改
修
事
業
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
使
用
料
の
滞
納
対
策
に
つ
い
て
は

「
私
債
権
管
理
条
例
」
の
制
定
に
取
り
組
み
、

私
債
権
管
理
の
適
正
化
と
徴
収
率
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　

景
観
に
つ
い
て
は
、
多
彩
で
特
色
あ
る
美

し
い
景
観
を
保
全
・
創
出
す
る
た
め
、「
う
る

ま
市
景
観
計
画
」
に
基
づ
き
「
沖
縄
ら
し
い

風
景
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
意
識
啓
発
を
図
る
た
め
、
う

る
ま
市
景
観
・
緑
化
祭
事
業
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

　

環
境
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
環
境
調
和

型
ま
ち
づ
く
り
実
行
計
画
」、「
う
る
ま
市
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
事
務
事
業
編
）」

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
環
境
基
本
条
例
」

の
制
定
及
び
「
う
る
ま
市
環
境
基
本
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ご
み
処
理
対
策
に
つ
い
て
は
、
ご
み
減
量
化

の
推
進
、
廃
棄
物
の
適
正
処
理
、
不
法
投
棄

の
防
止
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

野
犬
・
ハ
ブ
等
に
つ
い
て
は
、
環
境
衛
生
の

推
進
と
市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
関

係
機
関
と
連
携
し
迅
速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　

墓
地
行
政
に
つ
い
て
は
、「
墓
地
等
の
経
営

許
可
等
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
墓
地
禁

止
区
域
を
指
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
と
の
調
和

を
図
り
な
が
ら
墓
地
立
地
の
適
正
化
に
努
め

ま
す
。

　

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
給
配
水
管
の
更
新

工
事
を
実
施
し
、
給
水
の
安
定
化
と
有
収
率

の
向
上
を
図
り
健
全
経
営
に
努
め
ま
す
。

平
成
25
年
度
予
算
規
模

主
要
事
業
の
概
要

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
基
盤
と

環
境
を
育
て
ま
す

第1
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ま
た
、「
う
る
ま
市
水
道
施
設
耐
震
化
計
画
」

に
基
づ
き
災
害
に
強
い
水
道
施
設
の
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
快
適
な
生
活
環
境

や
河
川
等
の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
公
共

下
水
道
整
備
計
画
に
基
づ
き
整
備
事
業
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
接
続
率
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、「
う
る
ま
市
公
共
下
水
道
長
寿
命
化

計
画
」
に
基
づ
き
、
下
水
道
施
設
の
整
備
を

実
施
し
ま
す
。

　

排
水
路
に
つ
い
て
は
、
与
那
城
西
原
排
水

路
の
整
備
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

照
間
地
区
排
水
路
整
備
事
業
及
び
石
川
山
城

地
区
排
水
路
付
替
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

公
園
に
つ
い
て
は
、
ヌ
ー
リ
川
公
園
及
び
う

ま
ん
ち
ゅ
健
康
文
化
交
流
広
場
整
備
事
業
に

引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
に
川

崎
公
園
整
備
事
業
に
着
手
す
る
ほ
か
下
原
地

区
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
事
業
化
に
向
け
た
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
的
な
公
園
整
備
を
推
進
す
る

た
め
、「
う
る
ま
市
公
園
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
既
存
の
公
園
に
つ
い
て
は
、「
う
る

ま
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き

都
市
公
園
安
全
・
安
心
対
策
緊
急
総
合
支
援

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会
な
ど

と
協
働
し
公
園
里
親
制
度
に
よ
る
管
理
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

世
界
遺
産
勝
連
城
跡
及
び
周
辺
地
域
に
つ

い
て
は
、
歴
史
・
文
化
を
軸
と
し
た
体
験
・
交

流
型
の
観
光
振
興
、
本
市
特
産
品
等
の
販
売

を
と
お
し
た
地
域
振
興
を
図
る
た
め
、
勝
連

城
跡
周
辺
文
化
観
光
拠
点
整
備
事
業
を
引
き

続
き
推
進
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領

に
お
け
る
教
育
内
容
を
踏
ま
え
「
明
日
を
拓

く
夢
の
あ
る
人
材
育
成
」
を
目
標
に
、
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
幼
児
児
童
生
徒
の
育
成

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
各
小
中

学
校
に
学
力
向
上
学
習
支
援
員
を
配
置
し
、

児
童
生
徒
に
学
習
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知

識
・
技
能
の
確
実
な
定
着
を
図
り
、
自
ら
学
び
、

自
ら
考
え
る
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

　

彩
橋
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
市
内
全
域

か
ら
入
学
・
転
入
学
を
認
め
る
「
小
規
模
特

認
校
制
度
」
を
本
市
で
初
め
て
導
入
し
、
小

規
模
で
小
中
併
設
校
の
良
さ
を
生
か
し
た
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

安
心
で
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

幼
児
児
童
生
徒
が
学
校
内
外
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
学
校
、
家
庭
、

行
政
、
地
域
の
連
携
に
よ
る
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
困
難
と
認
め

ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
は
、

必
要
な
就
学
援
助
を
行
い
、
円
滑
な
義
務
教

育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
安
心
・
安
全
で
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
旬
の
食
材
や
地
元
食
材
の
活
用
、

沖
縄
の
年
中
行
事
食
を
取
り
入
れ
た
食
育
の

普
及
・
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

教
育
研
究
所
に
お
い
て
は
、
教
職
員
の
研

修
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
悩
み
を
抱
え

る
子
ど
も
や
保
護
者
及
び
教
職
員
を
支
援
す

る
た
め
、
教
育
相
談
や
適
応
指
導
に
取
り
組

み
、
小
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
問
題
の
改

善
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
伊
波
小
学
校
校

舎
・
体
育
館
、
伊
波
幼
稚
園
、
彩
橋
幼
稚
園

の
増
改
築
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
年
度
、
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

高
江
洲
小
学
校
校
舎
・
体
育
館
・
水
泳
プ
ー
ル
、

天
願
小
学
校
校
舎
・
体
育
館
・
水
泳
プ
ー
ル
、

与
勝
中
学
校
体
育
館
、
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

高
江
洲
幼
稚
園
、
平
敷
屋
幼
稚
園
、
勝
連
幼

稚
園
の
設
計
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
学
べ
る
環

境
整
備
を
図
る
た
め
、
耐
力
度
調
査
・
耐
震

診
断
が
未
実
施
で
あ
る
小
中
学
校
及
び
幼
稚

園
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
実
施
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
ま
ち

づ
く
り
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
」
に
基
づ

き
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
を
通
じ
て
生
き

が
い
の
あ
る
心
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う

学
習
の
機
会
や
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

社
会
教
育
団
体
等
と
連
携
し
、
生
涯
学
習
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
に
造
成
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
日
々

健
康
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
各
種
ス
ポ
ー
ツ

教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
関
係
団
体
と
連
携
し
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
石
川
及
び
具
志
川
野
球
場
の
施
設

機
能
を
強
化
し
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

に
よ
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
の
情
報

セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置
付
け
、
市
民
の
生
涯
に

わ
た
る
自
己
学
習
を
援
助
し
、
生
活
課
題
の

解
決
と
文
化
の
進
展
に
寄
与
す
る
図
書
館
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
家
庭
・

学
校
・
行
政
機
関
・
事
業
所
な
ど
と
連
携
を

図
り
、
相
談
活
動
・
街
頭
活
動
及
び
支
援
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

　

文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
文
化
活

平成25年度 施政方針

郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
明
日
の
う

る
ま
市
を
支
え
る
人
を
育
て
ま
す
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う
支
援
し
ま
す
。

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
策
定
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。

　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
分
に
つ
い

て
は
、
適
正
処
理
の
推
進
と
農
家
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
助
成
を
実
施
し

ま
す
。

　

農
業
農
村
整
備
に
つ
い
て
は
、
生
産
基
盤
の

整
備
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
県
営

農
地
保
全
整
備
事
業
（
上
原
２
期
地
区
）、
県

営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
う
る
ま
地
区
）、
市

営
事
業
と
し
て
、
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
交
付
金
事
業
（
う
る
ま
第
３
地
区
）、
団

体
営
た
め
池
等
整
備
事
業
（
山
城
地
区
）、
農

業
体
質
強
化
基
盤
整
備
事
業
（
う
る
ま
地
区
）

の
事
業
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
津
堅
地

区
）
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
用
水
供
給
地
域
を
拡
大
し
与

勝
地
下
ダ
ム
等
の
利
用
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
農
産
物
の
生
産
拡
大
と
農
業
経
営
の
安

定
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
畜
産
共
進
会
の

開
催
や
優
良
子
牛
生
産
補
助
事
業
及
び
優
良

種
豚
貸
付
事
業
を
実
施
し
、
生
産
農
家
や
関

係
団
体
の
育
成
及
び
経
営
安
定
を
図
り
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
漁
業
経
営
の

安
定
化
と
効
率
化
を
図
る
た
め
、
県
営
事
業

と
し
て
水
産
流
通
基
盤
整
備
事
業
（
平
敷
屋

地
区
）、
市
営
事
業
と
し
て
水
産
生
産
基
盤
整

備
事
業（
津
堅
地
区
）を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

漁
村
再
生
交
付
金
事
業
と
し
て
新
た
に
浜
及

び
比
嘉
地
区
の
漁
港
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
水
産
物
の
生
産
振
興
及
び
販
路
拡
大
を

図
る
た
め
、
農
水
産
物
直
売
所
等
複
合
施
設

の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
う
る
ま
市
商
工
会

と
連
携
し
、
小
規
模
企
業
に
対
す
る
融
資
制

度
や
各
種
相
談
、
地
域
活
性
化
事
業
を
行
う

と
と
も
に
、
経
営
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証
、
中
小
企
業
融
資
保
証

料
補
助
に
よ
る
中
小
企
業
者
の
支
援
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
消
費
拡
大
に
よ
る
商
業
サ
ー

ビ
ス
業
等
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
本
年
度

も
引
き
続
き
「
う
る
み
ん
商
品
券
発
行
事
業
」

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
内
業
者
を
活
用

し
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
っ
た
場
合
に
、
商
品

券
を
支
給
す
る
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
奨
励
事

業
」
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、「
う

る
ま
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
」
の
制
定

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

企
業
立
地
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
・
金

武
町
企
業
立
地
促
進
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

企
業
立
地
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携

し
た
積
極
的
な
企
業
誘
致
活
動
を
展
開
し
、

製
造
関
連
産
業
、
情
報
通
信
産
業
及
び
観
光
・

リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
立
地
集
積
を
図
る
と
と
も

に
、
コ
ン
カ
レ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
人
材
養
成
事

業
、
中
城
湾
港
新
港
地
区
物
流
促
進
支
援
事

業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　

ま
た
、
昨
年
度
実
施
し
た
産
業
集
積
戦
略

構
築
調
査
事
業
の
結
果
を
踏
ま
え
、
沖
縄
科

学
技
術
大
学
院
大
学
に
近
い
地
理
的
優
位
性

を
生
か
し
、
新
た
な
産
業
集
積
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
う
る
ま
ブ
ラ
ン
ド

の
「
闘
牛
、エ
イ
サ
ー
、勝
連
城
跡
、海
中
道
路
」

を
中
心
に
、
本
市
な
ら
で
は
の
観
光
基
盤
の

構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

観
光
地
の
整
備
と
し
て
は
、
ア
ク
セ
ス
の
利

便
性
を
高
め
る
た
め
、
主
要
幹
線
道
路
に
お

け
る
誘
導
サ
イ
ン
の
設
置
や
観
光
ル
ー
ト
の

構
築
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
効
果
的
な
観

光
誘
客
を
図
る
た
め
、
飛
行
機
の
機
内
誌
な

ど
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
観
光
情
報
を

積
極
的
に
発
信
し
ま
す
。

　

ま
た
、
風
光
明
媚
な
自
然
環
境
と
伝
統
芸

能
・
文
化
を
生
か
し
た
「
あ
や
は
し
海
中
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
」
や
「
う
る
ま
市
エ
イ
サ
ー
ま

つ
り
」
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
現
代
版
組

踊
「
肝
高
の
阿
麻
和
利
」
な
ど
を
基
盤
と
し

た
交
流
体
験
事
業
や
リ
ゾ
ー
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
な
ど
を
推
進
し
、
う
る
ま
市
な
ら
で
は
の

観
光
商
品
開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、

市
民
総
合
文
化
祭
や
沖
展
選
抜
展
な
ど
を
開

催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
創
作
活
動
を
発
表
す
る
機

会
の
提
供
や
全
島
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
す
る
な
ど
、
文
化
芸
術
に
ふ
れ
あ
う
場

を
提
供
し
ま
す
。

　

芸
術
・
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
市
民
芸

術
劇
場
な
ど
各
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
の
施
設
・

設
備
を
機
能
強
化
す
る
と
と
も
に
、
自
主
企

画
事
業
や
ふ
る
さ
と
芸
能
デ
ー
な
ど
の
地
域

振
興
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
総
合
整
備

調
査
活
用
事
業
及
び
蔡
大
鼎
「
伊
計
村
遊
草
」

等
調
査
研
究
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
貴
重
な

歴
史
遺
産
の
宝
庫
で
あ
る
本
市
の
特
性
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

郷
土
に
愛
着
と
誇
り
の
も
て
る
歴
史
教
育
の

普
及
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
遺
産
勝
連
城
跡
に
つ
い
て
は
、

指
定
地
の
公
有
化
に
向
け
た
土
地
買
上
事
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
整
備
を

行
い
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、「
農
業
経
営
基
盤

の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
」

に
基
づ
き
、
効
率
的
な
農
業
経
営
の
指
導
と

担
い
手
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
認
定
農
家
に
対
し
て
は
農
業
経
営

改
善
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
、
経
営
安
定

と
経
営
改
善
の
円
滑
な
推
進
が
図
ら
れ
る
よ

う
る
ま
市
の
魅
力
を
生
か
し
た

産
業
を
育
て
ま
す
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さ
ら
に
は
、
観
光
拠
点
で
あ
る
勝
連
城
跡
、

あ
や
は
し
館
、
石
川
ド
ー
ム
等
の
機
能
強
化

に
取
り
組
み
、
特
に
あ
や
は
し
館
に
つ
い
て
は

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
施
設
運
営
の
強

化
に
努
め
ま
す
。

　

物
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
市
産
品
の
販
路

拡
大
を
図
る
た
め
、
商
工
会
や
観
光
物
産
協

会
と
連
携
し
、
県
内
外
に
お
け
る
物
産
展
等

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
農
商
工
連
携
に
よ

る
特
産
品
開
発
や
ご
当
地
グ
ル
メ
と
し
て
期

待
さ
れ
る「
う
る
ま
も
ず
く
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
丼
」

の
Ｐ
Ｒ
や
「
オ
ク
ラ
麺
」
な
ど
の
販
路
拡
大
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

世
界
遺
産
勝
連
城
跡
の
周
辺
に
お
い
て
は
、

市
産
品
の
物
産
販
売
等
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
機
能
や
観

光
客
の
受
入
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

う
る
ま
市
な
ら
で
は
の
観
光
を
構
築
す
る

た
め
、
そ
の
要
で
あ
る
う
る
ま
市
観
光
物
産

協
会
の
運
営
を
支
援
す
る
と
と
も
に
連
携
を

図
り
、
観
光
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

　

労
働
行
政
に
つ
い
て
は
、
主
に
情
報
通
信

関
連
産
業
や
観
光
、
製
造
関
連
産
業
な
ど
を

重
点
分
野
と
し
た
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事

業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
の
「
み
ん
な
で

グ
ッ
ジ
ョ
ブ
運
動
」
と
連
携
し
た
人
材
育
成

及
び
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
り
、
失
業
率
の

改
善
に
努
め
ま
す
。 

　

本
年
度
は
、「
う
る
ま
市
失
業
対
策
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
う
る
ま
市
地
域

雇
用
人
材
育
成
事
業
や
就
活
サ
ポ
ー
ト
「
で

あ
え
～
る
」
な
ど
を
実
施
し
、
若
年
者
の
雇

用
及
び
就
業
機
会
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
本
市
の
担
い
手
と
な
る
児
童
生

徒
の
勤
労
観
・
職
業
観
の
醸
成
を
図
る
た
め
、

う
る
ま
市
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
連
携
協
議
会
と
連
携

し
、
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
イ
ン
グ
事
業
を
は
じ
め

と
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、本
庁
内
の「
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
」
と
連
携
し
、
市
民
の
求
職
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
う
る
ま
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
会
員
の
就

業
機
会
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
就
業
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
中
部
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
い
ワ
ー
ク
」
と
連
携
し
、
福
利
厚

生
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

本
市
・
金
武
町
・
宜
野
座
村
で
構
成
し
て

い
る
金
武
湾
開
発
推
進
連
絡
協
議
会
で
は
、

雇
用
対
策
、
産
業
振
興
及
び
観
光
振
興
を
図

る
た
め
広
域
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
地
域

福
祉
計
画
」
後
期
計
画
に
基
づ
き
、
う
る
ま

市
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委

員
連
絡
協
議
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携
し
、

市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
契
約
や
金
銭
管
理
等
に
支
援
が
必

要
な
障
が
い
者
や
高
齢
者
の
権
利
擁
護
を
推

進
す
る
た
め
、「
う
る
ま
市
地
域
福
祉
権
利

擁
護
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
取
り
組
み

ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月

よ
り
施
行
さ
れ
る
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」

の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
障
が
い
者
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、

「
第
２
次
う
る
ま
市
障
が
い
者
福
祉
計
画
」
に

基
づ
く
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
生
活
支
援
事

業
等
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
景
気
低
迷

の
影
響
を
受
け
、
加
入
者
の
低
所
得
層
と
滞

納
世
帯
が
増
加
し
、
ま
た
医
療
費
も
年
々
伸

び
続
け
て
い
る
な
ど
国
保
を
取
り
巻
く
環
境

は
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
被
保
険
者
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
国
保
の
安
定
運
営
を
図
る

た
め
、
保
険
税
の
収
納
対
策
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
伸
び
続
け
る
医
療
費
を
抑
制
す
る

た
め
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
な

ど
の
保
健
事
業
を
実
施
し
、
疾
病
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
、
重
症
化
予
防
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
医
療
費
適
正
化
事
業
の
推
進
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
・
啓
発
を
行
い

ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
被
保
険

者
の
健
康
維
持
及
び
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

集
団
検
診
等
の
無
料
実
施
と
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
検
診
費
及
び
成
人
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
継
続
実
施

し
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
広
報
活
動
や
年

金
相
談
等
を
と
お
し
て
年
金
制
度
の
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
年
金
事
務
所
等
の
関
係
機

関
と
協
力
連
携
し
、
市
民
の
国
民
年
金
受
給

権
の
獲
得
に
努
め
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
長
引
く
景
気
低

迷
に
よ
り
「
働
け
る
年
齢
層
」
の
要
保
護
世

帯
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
要
保
護
者
の

自
立
に
向
け
、
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
就

労
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
「
健
康
う
る
ま

21
」
に
基
づ
き
、
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
に

至
る
ま
で
、母
子
保
健
事
業
、予
防
接
種
事
業
、

健
康
増
進
事
業
等
を
実
施
し
、
市
民
と
と
も

に
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

成
人
保
健
に
つ
い
て
は
、
各
種
健
康
診
査

等
を
実
施
し
、
要
指
導
者
に
対
し
て
保
健
指

導
の
充
実
強
化
を
図
り
、
生
活
習
慣
病
の
発

症
予
防
及
び
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
妊
婦
健
康
診
査

の
公
費
負
担
を
継
続
し
て
実
施
し
、
乳
幼
児

に
つ
い
て
は
、
発
育
・
発
達
に
つ
い
て
適
切
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
乳
幼
児
健
康
診
査
の
充

実
と
支
援
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

誰
も
が
健
康
で
、
互
い
に
助
け
合

え
る
地
域
を
育
て
ま
す
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ら
め
き
保
育
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
入

所
児
童
の
処
遇
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

発
達
の
気
に
な
る
子
、
配
慮
を
要
す
る
子

な
ど
に
つ
い
て
は
、
専
門
相
談
員
に
よ
る
巡
回

指
導
を
実
施
し
、
子
ど
も
の
成
長
や
保
護
者

支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
与
勝
地

域
に
開
設
し
、
育
児
に
関
す
る
相
談
や
子
育

て
親
子
の
交
流
の
場
を
提
供
す
る
な
ど
、
子

育
て
支
援
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
へ
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
こ
ど
も

ゆ
め
基
金
を
活
用
し
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
対

す
る
利
用
料
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
公
民
館
等
の
公

共
施
設
を
活
用
し
た
地
域
子
育
て
活
動
支
援

事
業
の
推
進
や
学
童
ク
ラ
ブ
支
援
事
業
の
充

実
な
ど
を
と
お
し
、
児
童
の
健
全
育
成
に
努

め
ま
す
。

　
「
き
む
た
か
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

勝
連
地
域
の
伝
統
芸
能
な
ど
の
継
承
を
と
お

し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、

一
括
交
付
金
を
活
用
し
機
能
強
化
を
図
っ
た

施
設
と
し
て
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い

て
は
、
自
動
償
還
払
い
制
度
の
開
始
に
向
け

取
り
組
み
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
世
帯
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
や
医
療
費
助
成
事
業
、
就
労
支

援
事
業
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
母
子
家
庭
生
活
支
援
事
業
の
導
入

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　

児
童
虐
待
及
び
Ｄ
Ｖ
等
の
対
策
に
つ
い
て

は
、
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
と
女
性
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
地

域
活
動
支
援
助
成
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す

る
と
と
も
に
、
助
成
事
業
の
拡
充
を
図
り
、

地
域
に
お
け
る
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
審
議
会
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
新

市
建
設
計
画
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
審
議

し
て
頂
き
、
市
政
へ
の
市
民
参
画
を
推
進
し

ま
す
。

　

広
報
広
聴
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
市
政
や
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
情
報
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
発
信

す
る
と
と
も
に
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や「
市

長
へ
の
Ｅ
メ
ー
ル
」
等
に
よ
り
多
様
化
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
行
政
運
営
に
反
映
で

き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

国
内
外
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
海
外
移
住

者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
友
好
都
市
を
提
携
し
た
盛
岡
市
と
物

産
展
示
会
の
開
催
や
相
互
派
遣
交
流
事
業
の

実
施
な
ど
、
交
流
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
情
報
化
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
職
員

を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
操
作
研
修
等
を
行
い
、
そ

の
運
用
に
つ
い
て
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
内
業
務
で
利
用
し
て
い
る
パ
ソ
コ

ン
に
つ
い
て
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
向
上
や

省
電
力
化
な
ど
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
業
務
端
末
入
替
事
業
（
シ
ン
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
導
入
）
を
進
め
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
本
年
１
月

の
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
を
踏
ま
え
、
男

女
共
同
参
画
行
動
計
画
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
、「
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
」
の
制
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
良
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
供
用
施
設
建
設
事
業
及
び
昆
布
地
区
学

習
等
供
用
施
設
建
設
事
業
を
引
き
続
き
実
施

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
田
場
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
供
用
施
設
建
設
事
業
及
び
上
江
洲
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
助
成
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

　

市
民
相
談
に
つ
い
て
は
、
人
権
相
談
、
行

政
相
談
及
び
無
料
法
律
相
談
を
開
設
す
る
と

　

未
熟
児
養
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

に
県
か
ら
権
限
移
譲
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
適

切
な
保
健
指
導
と
養
育
に
必
要
な
医
療
の
給

付
を
行
い
ま
す
。

　

感
染
症
等
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
定
期
予

防
接
種
の
周
知
と
接
種
率
の
向
上
に
取
り
組

み
、
感
染
症
の
発
症
予
防
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
よ
り
新
た
に
水
痘
・
お
た

ふ
く
か
ぜ
の
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
全
額
公

費
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
及
び
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、

「
う
る
ま
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
５
期
介
護

保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
高
齢
者
が
可

能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
継
続

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、「
介
護
・
予
防
・
医
療
・

生
活
支
援
・
住
ま
い
」
の
５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を

一
体
化
し
て
提
供
し
て
い
く
地
域
包
括
ケ
ア
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

　

総
合
的
な
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
は
、
昨
年
８
月
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連

３
法
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
制
度

に
向
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
地

域
の
子
育
て
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
事

業
計
画
の
策
定
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
感
性
豊
か
に
育
ち
、
子
を
持
つ
親

が
夢
と
喜
び
を
持
っ
て
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
、
う
る
ま
市
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
及
び
沖
縄

県
安
心
こ
ど
も
基
金
を
活
用
し
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
法
人
保

育
施
設
の
増
改
築
事
業
を
実
施
し
、
定
数
枠

を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
認
可
外
保
育
施
設

に
つ
い
て
は
、
新
す
こ
や
か
保
育
事
業
及
び
き

市
民
と
と
も
に
考
え
、
築
き
上

げ
る
ま
ち
を
育
て
ま
す
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と
も
に
、
多
重
債
務
な
ど
の
消
費
者
生
活
相

談
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
適
切
な
助
言
等
に
よ
り
問
題
解
決

に
向
け
支
援
し
ま
す
。

　

防
災
行
政
に
つ
い
て
は
、
災
害
対
策
の
要

で
あ
る
「
う
る
ま
市
地
域
防
災
計
画
」
の
全

面
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
大
規
模
自
然

災
害
等
に
備
え
る
た
め
、
島
し
ょ
地
域
や
低

地
帯
地
域
を
中
心
に
津
波
対
策
緊
急
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る

高
齢
者
な
ど
の
要
援
護
者
に
つ
い
て
は
、
関

係
部
局
が
情
報
を
共
有
し
、
迅
速
か
つ
的
確

な
支
援
が
行
え
る
災
害
時
要
援
護
者
支
援
体

制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

消
防
行
政
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
生
命
、
身

体
及
び
財
産
の
保
護
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行

う
た
め
、
消
防
資
機
材
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
消
防
隊
員
や
消
防
団
員
の
各
種
訓
練
の

充
実
に
努
め
、
災
害
に
強
い
組
織
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
増
加
す
る
救
急
需
要
に
対
応
す
る

た
め
、
高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新
を
図
る

と
と
も
に
、
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
啓

発
活
動
に
努
め
ま
す
。

　

救
急
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
・
強
化
に
向

け
て
は
、
県
立
中
部
病
院
と
連
携
し
た
派
遣

型
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
本
年
度
に
設

置
し
運
用
を
開
始
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
の
危
険
物
施
設

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
事
故
の
再
発
防
止

に
向
け
、
自
主
保
安
体
制
の
徹
底
指
導
及
び

安
全
対
策
の
更
な
る
強
化
を
図
り
ま
す
。 

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
警
察
や
交

通
安
全
協
会
と
連
携
し
、
飲
酒
運
転
の
根
絶

と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
に
向
け
た
広
報
啓
発

活
動
に
取
り
組
み
、
交
通
安
全
意
識
及
び
マ

ナ
ー
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
行
政
の
連

携
に
よ
る
防
犯
活
動
や
防
犯
協
会
を
中
心
と

し
た
協
力
体
制
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
か
ら
強
い
要
望
の
あ
る
防
犯
灯
整
備
に

つ
い
て
は
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
普
天
間

基
地
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
強
行
配
備
や
米
軍

人
に
よ
る
事
件
・
事
故
が
相
次
ぎ
、
多
く
の

市
民
や
沖
縄
県
民
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
怒
り

と
不
安
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
基
地
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、
過
重
な
基
地
負
担
の
軽
減
と
日
米
地
位

協
定
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

日
米
両
政
府
及
び
米
軍
に
引
き
続
き
訴
え
て

い
き
ま
す
。

　

基
地
対
策
に
つ
い
て
は
、
米
軍
航
空
機
騒

音
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
市
独
自
の
騒
音

測
定
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
へ
の
原
子
力
潜
水

艦
の
寄
港
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
国
へ
中
止
を

求
め
る
と
と
も
に
、
原
子
力
災
害
に
備
え
る

た
め
、
避
難
・
誘
導
等
の
訓
練
実
施
に
向
け

た
調
査
・
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
第
２
次
行
政
改

革
大
綱
に
掲
げ
て
い
る
、「
市
民
の
視
点
に
立
っ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
」、「
市
民
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
行
政
運
営
の
構
築
」、

「
行
政
経
営
の
視
点
に
立
っ
た
市
政
運
営
の
推

進
」
と
い
う
３
つ
の
視
点
に
基
づ
き
、
実
施
計

画
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
舎
の
跡
利
用
を
含
め
た
公
共
施

設
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
公
共
施
設
等
の
運
営
を
行
う
た
め

の
計
画
策
定
を
進
め
ま
す
。

　

統
合
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、「
人
と
環
境

に
や
さ
し
い
、
シ
ン
プ
ル
で
機
能
的
な
庁
舎
」

を
基
本
理
念
に
、
現
在
の
本
庁
舎
に
併
設
し

た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
整
備
に
向
け
、
本

年
度
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
の
供
用
開
始
を
見
据
え
、

組
織
機
構
の
見
直
し
や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
総
合
窓
口
の
設
置
な
ど
、

全
庁
体
制
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

人
事
行
政
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
と
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
「
人
材
育
成
基
本
方
針
」

に
基
づ
く
各
種
研
修
を
実
施
し
、
職
員
の
資

質
向
上
と
能
力
開
発
に
努
め
ま
す
。

　

行
政
経
営
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

や
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
総

合
計
画
を
基
軸
と
す
る
施
策
の
横
断
的
な
展

開
と
組
織
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
行

政
評
価
を
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
行
政
経

営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

　

市
税
に
つ
い
て
は
、
最
も
重
要
な
自
主
財

源
で
あ
る
こ
と
か
ら
適
正
か
つ
公
平
な
課
税

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
申
告

支
援
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
導
入
し
ま
す
。

　

ま
た
徴
収
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
に
う
る
ま

市
電
話
催
告
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
徴
収
率

の
向
上
と
滞
納
繰
越
額
の
縮
減
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

以
上
、
平
成
25
年
度
の
市
政
運
営
に
あ
た

り
、
私
の
所
信
と
予
算
案
、
主
要
事
業
の
概

要
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
沖
縄
振

興
並
び
に
本
市
の
地
域
振
興
に
と
っ
て
重
要

な
年
で
あ
り
、
住
民
に
最
も
身
近
な
地
方
自

治
体
と
し
て
、
地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
政

策
立
案
と
実
行
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
を

的
確
に
捉
え
、
市
民
の
安
心
と
暮
ら
し
の
向

上
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

本
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
人
と
歴
史
が
奏
で

る
自
然
豊
か
な
や
す
ら
ぎ
と
健
康
の
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
議
会
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
２
月
27
日

う
る
ま
市
長　

島
袋
俊
夫

平成25年度 施政方針

市役所に設置された騒音測定器
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健
康
支
援
課

1
９
７
３
｜
３
２
０
９

国
民
健
康
保
険
課1

９
７
３
｜
３
１
７
７

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

1
９
７
３
｜
５
４
５
９

子
育
て
・
健
康

う
る
ま
市

一
人
親
世
帯
等
新
入
学
児
童
激
励
事
業

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
事
業
を
活
用

し
て
、
う
る
ま
市
内
に
居
住
す
る
一
人
親
世

帯
等
の
新
入
学
児
童
に
対
し
て
激
励
金
を
支

給
し
ま
す
。

【
対　

象
】
う
る
ま
市
内
に
居
住
す
る
次
の
世

　

帯
を
対
象
と
し
ま
す
。

①
母
子
世
帯
（
小
学
校
一
年
生
）

②
父
子
世
帯
（
小
学
校
一
年
生
）

③
そ
の
他
、
祖
父
母
等
が
養
育
し
て
い
る
世

　

帯
（
小
学
校
一
年
生
）

※
市
外
の
学
校
に
入
学
す
る
児
童
も
対
象
に

な
り
ま
す
。

※
生
活
保
護
世
帯
は
対
象
外

【
申
請
方
法
】 

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項　

を
記
入
し
、
最
寄
り
の
社
会
福
祉
協
議
会　

（
本
所
・
支
所
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　

４
月
12
日
（
金
）
～
４
月
26
日
（
金
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
本
所
（
総
務
課
）
☎
９
７
３
─
５
４
５
９

・
石
川
支
所 

☎
９
６
４
─
２
４
９
４

・
勝
連
支
所 

☎
９
７
８
─
５
９
１
４

・
与
那
城
支
所 

☎
９
７
８
─
０
０
１
１

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
・
が
ん
検
診

等
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
・
が

ん
検
診
等
を
５
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。
対
象

者
へ
は
個
人
宛
に
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
の

で
、
は
が
き
を
持
参
の
う
え
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

【
と 

き
】
５
月
～
12
月

※
日
時
・
場
所
は
、
は
が
き
で
ご
確
認
く
だ

　

さ
い
。

【
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
対
象
者
】

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
19
歳
以
上
39
歳
ま

で
の
方
、
お
よ
び
19
歳
以
上
の
生
活
保
護
世

帯
の
方

【
が
ん
検
診
対
象
者
】

　

胃
が
ん
検
診
（
19
歳
以
上
の
方
）
大
腸

が
ん
検
診
（
19
歳
以
上
の
方
）
肺
が
ん
検
診

（
40
歳
以
上
の
方
）
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
（
40 

歳
以
上
で
過
去
に
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
）

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
（
40
・
45
・
50
・
55
・

60
・
65
・
70 

歳
の
女
性
の
み
）。

【
受
診
料
】

　

所
得
に
応
じ
て
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
特
定
健
診
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
の
特
定
健
診
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
う
る
ま
市
国
民
健
康
保
険
の
特

定
健
康
診
査
受
診
券
は
、
40
歳
以
上
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
と
し
て
、
４
月
下

旬
か
ら
５
月
上
旬
頃
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

　

年
に
一
度
は
無
料
で
受
診
で
き
る
特
定
健

康
診
査
を
利
用
し
て
、
健
康
管
理
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

※
特
定
健
康
診
査
の
検
査
項
目
は
医
師
の
診

　

察
、血
液
検
査
、尿
検
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早
期

　

発
見
・
早
期
治
療
に
役
立
ち
ま
す
。

【
対　

象
】
う
る
ま
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

【
集
団
健
診
受
付
時
間
】

　

午
前
８
時
30
分
～
午
前
11
時

※
５
月
24
日
（
金
）
と
５
月
31
日
（
金
）
の

　

み
午
前
８
時
30
分
～
午
前
11
時
の
受
付
に

　

加
え
て
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

　

も
受
付
し
て
い
ま
す

【5 月の集団健診日程】
健診日 健診会場

5月 9日（木） 与那城公民館
5月 13日（月） 豊原公民館
5月 16日（木） 喜仲公民館
5月 20日（月） 与那城西原公民館
5月 23日（木） 内間公民館
5月 24日（金） 平安名公民館
5月 27日（月） 石川前原公民館
5月 31日（金） 赤道公民館

【市内の特定健診実施医療機関】
医療機関名 住所 電話番号 医療機関名 住所 電話番号

石川クリニック 石川白浜 2-10-16 965-3390 平和病院 字上江洲 665 973-2000
石川医院 石川2-21-5 964-3049 江洲クリニック 字江洲 602 979-1012
みのり内科クリニック 石川2408 965-7770 すながわ内科クリニック 字江洲 605 975-2525
よしクリニック 石川曙3-2-10 982-5353 中山内科医院 赤道 260-7 974-4620
伊波クリニック 石川伊波431 964-5735 赤道医院 赤道9-10 974-3859
大嶺医院 字田場1417 973-1125 伊禮医院 与那城 24 978-7332
具志川整形外科 みどり町4-13-1 974-2610 与勝あやはしクリニック 与那城屋慶名467-111 983-0055
川根内科外科 みどり町4-2-29 974-3025 与勝病院 勝連南風原3584 978-5235
※医療機関において特定健康診査受診をご希望の方は事前に医療機関へご予約いただくようお願いします。
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健
康
支
援
課

1
９
７
３
｜
３
２
０
９

【期　　間】　平成25年5月15日（水）〜平成25年9月5日（木）
　　　　　　 毎週木曜日か水曜日の週1回・全日程16回コース

【対　　象】　うるま市民で国民健康保険加入の方。年齢30歳〜69歳まで
　　　　　　 何としてでも肥満を解消したい方!!
　　　　　　 ※すでに具志川スイミングスクールの会員となっている方は対象外です。

【場　　所】　具志川スイミングスクール（送迎あり）
　　　　　　 具志川総合体育館・うるみん（送迎なし）

【募集定員】　20名(応募多数の場合所定の条件を満たしたものを優先とします)
【受 講 料】　2,000円
【申込方法】　※場所:本庁 国保事業係窓口にて受付
　　　　　　 ※日時:平成25年4月15日（月）〜5月9日（木）
　　　　　　 ※持参するもの:①保険証 ②健診結果表

沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

1
９
６
４
｜
３
２
６
３

未
熟
児
の
養
育
事
業
が
県
か
ら
市
へ
権

限
移
譲
さ
れ
ま
す

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
母
子
保
健
事
業

と
し
て
低
出
生
体
重
児
の
届
出
の
受
理
、
必

要
な
未
熟
児
に
対
し
て
の
養
育
医
療
の
給
付
、

未
熟
児
の
保
護
者
に
対
し
て
保
健
師
が
訪
問

指
導
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
健
康
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

親
子
で
ふ
れ
あ
う
家
族
の
集
い

「
ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
」

　

石
川
岳
登
山
、
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
に
よ
る

野
外
炊
飯
、
ボ
ン
フ
ァ
イ
ヤ
ー

【
と　

き
】

　

４
月
27
日
（
土
）
～
４
月
28
日
（
日
）

　

受
付
：
４
月
27
日　

午
前
９
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

【
対　

象
】
小
学
生
以
上
の
家
族
20
組

　
　
　
　

 （
約
60
人
）

【
参
加
料
】
１
人
２
，
０
０
０
円

【
申
込
方
法
】
沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

　

に
直
接
電
話
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】

　

４
月
16
日
（
火
）
～
４
月
24
日
（
水
）

※
詳
細
日
程
、
持
ち
物
等
は
申
込
み
の
際
に

　

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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224月号　広報うるま 2013

環
境
課

1
９
７
３
｜
５
５
９
４

市
民
税
課

1
９
７
３
｜
５
３
８
２

企
画
課

1
９
７
３
｜
５
０
０
５

企
画
課

1
９
７
３
｜
５
０
０
５

う
る
ま
市
地
域
活
動
支
援
助
成
事
業

の
案
内

　

う
る
ま
市
で
は
、
地
域
が
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
市
民

の
意
識
の
高
揚
と
市
民
参
画
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
「
平
成
25
年
度
う
る
ま
市
地
域
活
動

支
援
助
成
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
う
る
ま

市
内
に
お
い
て
、
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
実
施
す
る
主
体
的
、

公
益
的
な
地
域
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
事
業
】

　

市
民
福
祉
の
向
上
又
は
公
益
上
必
要
と
認

め
ら
れ
、
地
域
活
動
団
体
が
主
体
的
に
企
画
・

実
施
す
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
あ
れ
ば
、
環

境
、
福
祉
、
子
育
て
支
援
、
地
域
振
興
な
ど

分
野
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
選
考
審
査
委

員
会
に
よ
る
書
類
審
査
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
審
査
に
よ
っ
て
助
成
す
る
団
体
を
決
定
い

た
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
、
宗

　

教
活
動
又
は
政
治
活
動
を
目
的
と
す
る
事

　

業
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

　

事
業
、
そ
の
他
、
同
一
事
業
に
つ
い
て
、

　

補
助
金
を
受
け
て
い
る
事
業
は
対
象
と

　

な
り
ま
せ
ん
。

【
対
象
と
な
る
団
体
】

　

主
た
る
活
動
の
場
が
市
内
に
あ
り
、
代
表

者
を
含
む
３
人
以
上
が
市
内
に
在
住
す
る
成

人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
会
計
面
を
含
め
た

運
営
等
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
団
体
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
前
年
度
に
お
い
て

本
助
成
事
業
の
助
成
を
受
け
た
団
体
は
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
助
成
金
の
金
額
】

　

助
成
金
の
額
は
、
１
件
あ
た
り
20
万
円
を

上
限
と
し
ま
す
。
対
象
経
費
等
に
つ
い
て
は
、

実
施
要
領
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】

　

提
出
書
類
を
記
入
の
上
、
募
集
期
間
中
に

企
画
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集
要
領
、

提
出
様
式
に
つ
い
て
は
、う
る
ま
市
役
所
（
各

庁
舎
）
に
お
い
て
配
布
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　

４
月
15
日
（
月
）
～
５
月
17
日（
金
）
必
着

【
提
出
方
法
】

　

う
る
ま
市
役
所
企
画
課
ま
で
持
参
し
て
い

た
だ
く
か
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
提
出
も

可
能
で
す
。

※
た
だ
し
、
持
参
す
る
場
合
は
平
日
の
午
前

　

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
の
受
付
と
な

　

り
ま
す
。

【
提
出
先
】

　

う
る
ま
市
役
所 

企
画
課

　
　

う
る
ま
市
み
ど
り
町
一
丁
目
１
番
１
号

　
　

☎
９
７
３
─
５
０
０
５

　
　

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　

kikaku-ka@
city.urum

a.lg.jp
 

【
報
告
会
の
お
知
ら
せ
】

　

平
成
24
年
度
地
域
活
動
支
援
助
成
団
体
の

活
動
報
告
会
を
４
月
６
日
（
土
）
午
前
９
時

30
分
か
ら
う
る
み
ん
１
階
ロ
ビ
ー
で
行
い
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興

味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

石
油
製
品
輸
送
等
補
助
事
業
に
つ
い
て

　

沖
縄
県
は
、
県
内
で
消
費
さ
れ
る
揮
発
油

に
つ
い
て
「
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置

に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
揮
発
油
（
ガ
ソ

リ
ン
）
に
係
る
税
金
（
国
税
：
揮
発
油
税
及

び
地
方
揮
発
油
税
）
が
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り

７
円
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
措
置
を
前
提
に
、
沖
縄
県
に
お

い
て
石
油
価
格
調
整
税
（
県
税
）
と
し
て
揮

発
油
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
１・
５
円
の
課
税
を

行
い
、
そ
の
税
収
を
実
質
的
な
財
源
と
し
て
、

「
石
油
製
品
輸
送
等
補
助
事
業
」
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の「
石
油
製
品
輸
送
等
補
助
事
業
」で
は
、

沖
縄
本
島
地
域
と
離
島
地
域
と
の
間
で
石
油

製
品
価
格
に
大
幅
な
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、

沖
縄
本
島
か
ら
県
内
離
島
へ
輸
送
さ
れ
る
石

油
製
品
（
揮
発
油
・
灯
油
・
軽
油
・
Ａ
重
油
）

の
輸
送
経
費
の
ほ
ぼ
全
額
を
補
助
し
て
お
り

ま
す
。

○
平
成
23
年
度
補
助
経
費
金
額

　

約
８
億
１
，
４
０
７
万
円

　

石
油
製
品
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
の
補
助
額

　

約
６
円
（
離
島
平
均
）

　

６・
８
円
（
津
堅
島
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

沖
縄
県
企
画
部 

地
域
・
離
島
課

　

離
島
振
興
班

　

☎ 

８
６
６
─
２
３
７
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

８
６
６
─
２
０
６
８

お
知
ら
せ

平
成
25
年
度

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
に
つ
い
て

　
水
質
汚
濁
防
止
対
策
と
し
て
有
効
な
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
費
用
に
対
す
る
補
助
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
地
域
】
市
内
に
お
い
て
公
共
下
水
道
の

　

整
備
計
画
が
当
分
の
間
（
お
お
む
ね
７
年

　

以
上
）
見
込
ま
れ
な
い
地
域

【
対
象
数
】
５
人
槽
（
８
基
）

【
補
助
限
度
額
】
３
３
２
，
０
０
０
円

【
申
込
期
間
】

　

４
月
１
日
（
月
）
～
５
月
31
日
（
金
）

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

障
が
い
等
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
使
用

す
る
軽
自
動
車
等
で
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、
減
免
申
請
の
手
続
き
を
す
る
こ

と
で
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
申
請
期
間
は
納
税
通
知
書
が
お

手
元
に
届
い
て
か
ら
５
月
24
日
ま
で
で
す
。

　

詳
細
及
び
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
市
民
税

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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国
民
健
康
保
険
課1

９
７
３
｜
３
２
０
２

※
徴
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

④
離
島
・
島
し
ょ
地
域
で
の
公
民
館
徴
収
の

　

実
施

　

離
島
・
島
し
ょ
地
域
（
津
堅
島
・
平
安
座
島
・

浜
比
嘉
島
・
宮
城
島
・
伊
計
島
）
に
お
い
て
は
、

公
民
館
徴
収
を
実
施
し
ま
す
。
日
程
等
に
つ

い
て
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑤
夜
間
窓
口
の
継
続

　

毎
週
木
曜
日
に
設
置
し
て
い
る
夜
間
窓
口

を
７
月
以
降
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
納
税

相
談
、
資
格
の
届
出
等
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
時
間
は
夜
８
時
ま
で
で
す
。
平
日
昼

間
に
窓
口
へ
来
ら
れ
な
い
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

⑥
電
話
催
告
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

平
成
25
年
度
よ
り
電
話
催
告
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
ま
す
。
新
規
滞
納
者
や
少
額
の
滞
納

者
に
、
自
主
納
付
の
勧
奨
（
納
め
忘
れ
へ
の

注
意
喚
起
）
や
口
座
振
替
へ
の
お
支
払
方
法

変
更
を
電
話
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

※
国
保
税
は
、
納
期
限
ま
で
に
自
ら
納
め
て

　

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

　

と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
25
年
６
月
、
徴
収
嘱
託
員
に
よ
る
国

民
健
康
保
険
税
の
徴
収
を
取
り
や
め
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
徴
収
嘱
託
員
が
国
民
健
康
保

険
世
帯
を
訪
問
し
国
保
税
を
徴
収
し
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
25
年
６
月
か
ら
徴
収
嘱
託
員

に
よ
る
徴
収
を
廃
止
し
ま
す
。
期
限
内
に
自

主
納
付
し
て
い
る
市
民
と
の
公
平
性
を
図
り
、

自
主
納
付
を
徹
底
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
市

民
の
納
税
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

う
る
ま
市
で
は
、
本
来
の
姿
で
あ
る
自
主

納
付
の
原
則
に
立
ち
返
り
、
次
の
事
項
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

①
コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
開
始

　

昨
年
度
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を
開
始
し
ま

し
た
。
休
日
、
深
夜
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
の

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

②
口
座
振
替
の
推
進

　

う
る
ま
市
で
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振

替
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
お
支
払
い
の
た
び

に
店
舗
へ
出
か
け
る
手
間
が
は
ぶ
け
、
確
実

に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
支
払
い
忘

れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
度
手

続
き
を
す
れ
ば
、
次
年
度
以
降
も
継
続
し
て

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

③
納
税
指
導
員
の
設
置

　

徴
収
嘱
託
員
に
代
わ
り
納
税
指
導
員
を
配

置
し
ま
す
。
納
付
相
談
、
納
税
指
導
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

建
物
外
観
に
つ
い
て
は
、
横
型
の
形
状
で

計
画
し
て
い
ま
し
た
ル
ー
バ
ー
（
日
射
を
遮

る
細
長
い
板
）
を
、
縦
型
の
形
状
に
変
更
し
、

外
部
と
の
繋
が
り
を
重
視
し
た
い
箇
所
は
配

置
の
間
隔
を
大
き
く
す
る
な
ど
、
そ
の
機
能

や
役
割
に
変
化
を
持
た
せ
た
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
の
形
状
に
合
わ
せ
直
線
的
に

計
画
し
て
い
た
建
物
の
庇

ひ
さ
しや
回
廊
に
つ
い
て

も
視
角
的
に
柔
ら
か
さ
を
感
じ
、
よ
り
親
し

み
や
す
い
庁
舎
と
す
る
た
め
曲
線
的
な
形
状

と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
の
曲
線
的
な

配
置
や
南
側
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
付
近
へ
の
ト
イ

レ
設
置
、
カ
フ
ェ
の
位
置
や
形
状
の
変
更
な

ど
、
市
役
所
を
訪
れ
る
市
民
皆
様
の
動
線
な

ど
を
考
慮
し
て
、
実
施
設
計
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

統
合
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

基
本
設
計
に
お
い
て
コ
ス
ト
縮
減
を
掲
げ
て

お
り
ま
す
が
、
建
築
工
事
に
係
る
コ
ス
ト
だ

け
で
は
な
く
、
導
入
す
る
設
備
等
の
省
エ
ネ

ル
ギ
―
化
や
環
境
対
策
を
考
慮
し
た
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
な
ど
、
維
持
管
理
費

を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
考
慮
し
な
が

ら
、「
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
シ
ン
プ
ル
で
機

能
的
な
庁
舎
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
民
の
利
便
性
向
上
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
等
を
図
る
た
め
進
め
て
お
り
ま
す
。
う
る
ま

市
統
合
庁
舎
建
設
事
業
は
、平
成
24
年
８
月
に
う
る
ま
市
庁
舎
基
本
設
計
を
取
り
ま
と
め
（
広

報
う
る
ま
平
成
24
年
10
月
号
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
庁
舎
建
設
室
の
ペ
ー
ジ
を
参
照
）、
同
年

10
月
か
ら
実
施
設
計
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

実
施
設
計
に
お
い
て
は
、
基
本
設
計
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
市
内
福
祉
団
体
や
庁
内

と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
踏
ま
え
、
市
民
が
親
し
み
を
持
ち
、
利
用
し
や
す
い
環
境
と
な
る
よ

う
設
計
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

う
る
ま
市
統
合
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て

基本設計（イメージ図）

実施設計（イメージ図）

お
問
い
合
わ
せ

　
庁
舎
建
設
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４月〜６月は狂犬病予防注射月間です！
【 ４月〜６月狂犬病予防注射料金 3,000 円　要電話予約 】

※協力動物病院 所在地 診療時間
みどり動物病院
☎９７４−８８９８

うるま市みどり町３‐ ４‐ ２
（市役所本庁近く）

月〜日曜日　10:00 〜 13:00  16:00 〜 19:00
（木曜日、祝祭日休診）

ながみねどうぶつクリニック
☎９７９−０００１

うるま市字前原３０８‐ ４
（イオン具志川店の裏通り）

月〜金曜日　10:00 〜 11:30　14：00 〜 17：00
( 土日祝祭日と火曜日の午後休診）

ホサナ動物病院
☎９６４−５８３７

うるま市石川東恩納６６‐２
（東恩納三叉路）

月〜土曜日　9:00 〜 11:30   15:00 〜 18:30
日曜日　9:00 〜 11:30   （水曜日、祝祭日休診）

ペットメディカルセンター・エイ
ル
☎９３０−２２２２

沖縄市比屋根２‐ ２‐１
（ショッパーズ泡瀬の隣）

月〜日曜日　9:00 〜 11:30   16:00 〜 19:30
火曜日  10:00 〜 12:00   15:00 〜 17:30

ｔａｍａ動物病院
☎９３７−３７３７

沖縄市字古謝１１３５‐ ５
（宮里中学校向かい）

月〜土曜日　9:00 〜 12:00  16:00 〜 19:30
祝祭日　9:00 〜 12:00　　（日曜日休診）　　

美里動物病院
☎９３４−４１１０

沖縄市越来３‐１４‐ ３９
（未来工科高等学校近く）

月〜土曜日　9:00 〜 12:00  16:00 〜 19:00
日曜日　9:00 〜 12:00　14:00 〜 16:00 
祝祭日 9:00 〜 12:00

　飼い犬に狂犬病予防注射を受けさせることができるのは、飼い主のあなたです。
　狂犬病は効果的な治療はなく、発症するとほぼ 100%致死的な病気です。
　世界では毎年約 55,000 人 （10 分間に 1 人）が狂犬病で亡くなっており、感染原因の多くは犬による咬傷
です。しかし、予防注射をしっかりと受けることにより、犬での発症を効果的に予防できます。
　前年どおり、公民館等で狂犬病予防集合注射を 6 月に行う予定ですが、混雑による犬同士のトラブル、犬
のコンディションの難しさ、飼い主の仕事の都合等から、都合のいい日に安全に落ち着いて注射ができる動物
病院での狂犬病予防注射をおすすめしています。

※協力動物病院…うるま市の鑑札（登録）、注射済票の発行をいたします。
※上記以外の動物病院でも狂犬病予防注射を受けられますが、注射済票交付のため、うるま市環境課へ来
　庁して頂くこともあります。
※ 6 月に公民館等で行う予定の狂犬病予防集合注射の日程については、広報うるま 5 月号で掲載いたします。

【お問い合わせ】環境課　☎ 973−5594

● 飼い犬・飼いねこの引取りを求める前に命の大切さを、
　もう一度よく考えてください。
　◆ どうしても飼い続けることはできませんか？
　◆ 他で飼ってもらえるところはありませんか？
　◆ 家族全員で話し合いましたか？
　◆ 引取られた犬やねこが、その後どうなるか
　　 ご存知ですか？
● 飼い犬・飼いねこの引取りについては、
　沖縄県動物愛護管理センター
　（☎９４５−３０４３）へお問い合わせください。

● 増え続ける子犬・子ねこに対して、あなたに出来ることは、
　◆全部の子犬・子ねこたちを飼う。
　◆子犬・子ねこ達を誰かにあげる。
　◆子犬・子ねこを生まないように不妊手術をする。
　◆近所に迷惑をかけないよう放し飼いはしない。
● 犬・ねこの不妊手術費用の一部助成金については、
　沖縄県獣医師会（☎８５３−８００１）
　　へお問い合わせください。

　

飼い主は、狂犬病予防注射を毎年１回受けさせることが法律で義務づけられています。

犬・ねこを飼われているみなさん！ 命の大切さをよく考えて！

動物を捨てることは犯罪です！
飼っている動物を捨てることは、「動物の愛護及び管理に関する法律」で禁止されています。

違反すると、最大50万円の罰金が科せられます。
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i n f o r m a t i o n

25 広報うるま 2013　4月号　

※相談は無料で秘密は固く守られます。お気軽にご
　相談ください。

①市民無料法律相談
うるま市顧問弁護士：ゆあ法律事務所　宮國英男弁護士
　【と　き】毎月第 2木曜日 午後２時～午後４時
　【ところ】石川庁舎（1 階市民相談室）
　【受　付】市民ロビー　午後 1 時受付開始

　【と　き】  毎月第 4木曜日 午後２時～午後４時
　【ところ】本庁（１階市民相談室）
　【受　付】2 階市民生活課　午後 1 時受付開始

※先着8名
午後１時から受付カードを配布しますが、法律相談は先着８名ま
でとなっておりますので、お早めにご来庁ください。窓口が大変
込み合い相談を受けることが出来ない場合がありますので予めご

うるま市民無料相談所

②人権・行政合同相談所

　近隣のトラブル、家庭内のもめごと、いじめ、体罰など人権に
関する相談や国の行政・特殊法人についての意見・要望等の相
談を行います。

【と　き】4月18 日（木） 午前１０時～午後４時
【ところ】勝連庁舎 1階社協会議室（人権）
　　　　  1階ボランティア室（行政）
※人権相談は法務局沖縄支局（☎937-3278）、行政相談は
　沖縄行政評価事務所（☎867-1100）でも平日相談可能です。

③消費者相談

　消費生活に関する商品やサービスの契約トラブル（悪質商
法、架空請求、多重債務等）の相談を行います。

【と　き】毎週水曜日 午前１０時～午後４時
【ところ】本庁1 階市民相談室
※消費者相談は沖縄県県民生活センター（☎863-9214）
　でも平日相談可能です。

【お問い合わせ】①～③市民生活課　☎973-5487
④こどもＳＯＳ相談メール

　子ども本人からの悩み相談（いじめ、親子・友人関係など）
や子育て中の親などから子育てに関する悩み全般を受付け
します。

【メールアドレス】kodomo-soudan@city.uruma.lg.jp
※名前、住所、連絡先、電話番号を必ず記入してください。
　記入がない場合は回答できません。
※確認や回答には時間がかかります。
※緊急を要する場合はお電話ください。

【お問い合わせ】④家庭児童相談室　☎973-5041
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企画課 ☎ 973-5005

男女共同参画コーナー
どーおもう？

★どうしてこうなっちゃった
んだろうね。
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す
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☆ＪＡおきなわ具志川支店農協まつり実行委員会委員長
　比

ひ が

嘉 武
た け お

男様（みどり町）より２１，２５０円の寄付
☆島

し ま ぶ く ろ

袋 孝
た か こ

子様（字高江洲）より５万円の寄付

☆石川地区社交飲食業組合様（石川白浜）より
　３万円の寄付
☆ＪＡおきなわ具志川支店農協まつり実行委員会委員長
　比

ひ が

嘉 武
た け お

男様（みどり町）より２１，２５０円の寄付
☆久

く だ か

高 春
は る こ

子様（字川崎）より２５１，０００円の寄付
☆石川青年連合舞

ぶ う て ん か い

天会様（石川曙）より４万円の寄付

うるま市社会福祉協議会へ

うるま市育英会へ

＋ 2
＋ 4
− 2

＋ 52

120,207 人
60,098 人
60,109 人
46,592 戸

人　口  
 男   
 女         
世帯数

平成25年3月1日 前月比

うるま市の人口

◎あなたも救命のリレーに参加しませんか。
※ AED は誰でも使える救命の道具です、応急手当講習

会を受講して使い方を覚えましょう。
◎救急出動が増加傾向です、軽い病気やケガの時は近

くの医院、診療所での受診をおすすめ致します。
   （救急車の適正な利用をお願いします。）

540 件
491 人

1 件

救急出動件数　　　　　
搬送人員
火災件数

（　）は平成 25 年１月からの累計。

（1,111 件）
（1,008 人）

（4 件）

消防活動状況（平成 25 年 2 月） 

大切な命を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。

危険物取扱者試験
【試験日】平成２５年６月２日（日）
【試験の種類】甲種、乙種（第１類～第６類）、丙種
【願書受付期間】４月１８日（木）～４月２５日（木）
【願書配布先】消防本部、具志川消防署、石川消防署、
　　　　　　 与勝消防署、平安座出張所
※電子申請できます。
詳しくはホームページをご覧ください！

【ホームページ】http://www.shoubo-shiken.or.jp
【お問い合わせ】( 財 ) 消防試験研究センター沖縄県支部
　　　　　　　 ☎９４１－５２０１
危険物取扱者について
　ある一定量以上の身近にある危険物は、市町村長の
許可を受けた製造所等（危険物施設）でしか貯蔵又は
取り扱う事ができません。また、これらの施設では、原則
として危険物取扱者でなければ危険物を取り扱うこと
ができません。
　危険物取扱者とは、危険物取扱者免状の交付を受け
ているもので、危険物の性質や法令、消火方法などにつ
いての専門知識を備え、危険物関係法令を守って、危険
物施設での災害防止に努めています。

資
格

取扱うことがで
きる危 険 物の
種類

無資格者に対し
て立ち会うこと
ができる危険物
の種類

受験資格

甲
種

消防法で定め
るすべての類の
危険物

すべて

大学、短大、高専に
おいて化学に関する
学科、課程を修了し
たもの。乙種の免状
交付を受けて2年間
以上危険物取扱い
の実務経験を有す
る者。

乙
種

免状に指定さ
れた類の危険
物

該 当する 種 類
のみ（例：乙種4 
類） 特になし

丙
種

第4類の指定さ
れた危険物

　また、危険物取扱者で現に危険物の取扱作業に従事
している者は、都道府県知事の行う保安講習（危険物の
取扱作業の保安に関する講習）を３年に１回受けなけれ
ばなりません。無資格者による取扱いを行った場合、消
防法違反により営業の停止又は、許可の取り消し、罰則
の対象となります。




